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磐

井

川

下

流

平

野

に

お

け

る

耕

地

整

理

の

展

開阿

音日

手口

夫

は

し

が

き

磐
井
川
は
栗
駒
山
(
奥
羽
山
脈
)
に
源
を
発
し
、
北
上
盆
地
の
南
西
端
を
通

っ
て
北
上
川
本
流

K
合
流
す
る
川
で
あ
る
o

ζ

の
下
流
平
野
は
、
末
端
部
が
盆

地

K
続
く
沖
積
地
、
そ
の
上
流
両
岸
が
洪
積
地
で
あ
る
o
耕
地
整
理
施
行
前
の

土
地
利
用
は
、

河
道
ぞ
い
の
氾
濫
原
と
洪
積
地
内
の
徴
高
地
が
畑
、

そ
の
他
が

水
田
で
あ
る
。

磐
井
川
下
流
平
野
の
耕
地
整
理
事
業
は
、
明
治
末
期
、
昭
和
初
期
、
戦
時
中
、

な
よ
ぴ
戦
後
の
四
期
に
わ
け
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
絡
行
ず
み
で
あ
る
。

乙
の
研
究
は
、
磐
井
川
下
流
平
野
の
耕
地
整
理
事
業
が
、
ど
の
よ
う
左
時
代

相
の
も
と
托
す
す
め
ら
れ
た
か
に
注
意
し
な
が
ら
、
検
討
の
視
点
を
主
と
し
て

事
業
区
ご
と
の
特
色
と
そ
の
経
過
を
明
ら
か

K
す
る
こ
と

K
な
い
た
も
の
で
あ

る
o 

耕
地
整
理
事
業
の
背
景

岩
手
県

k
h
u
け
る
耕
地
整
理
の
先
駆
的
事
業
と
し
て
は
、(よ

行
さ
れ
た
胆
沢
郡
南
下
幅
耕
地
整
理
事
業
が
知
ら
れ
る
か
、
向
期
の
磐
井
川
下

明
治
三
五
年

K
施

流
平
野
は
、

地
区
全
域
の
事
業
面
積
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
単
独
の
事
業
面
積

で
も
そ
れ
を
主
魁
る
な
ど
県
内
屈
指
の
事
業
地
区
と
な
っ
て
い
る
心

事
業
が
施
行
き
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
先
に
若
干
の
検
討
を
な
乙
念
っ
て

(2) 

い
る
の
で
、
と
と
で
は
そ
の
要
点
に
ふ
れ
て
な
き
た
い
口

明
治

K
入
つ
一
て
岩
手
県
が
も
?
と
も
力
を
い
れ
た
農
業
改
良
策
は
馬
耕
の
奨

励
で
あ
っ
吋
「
馬
耕
教
師
の
養
成
、
競
一
翠
会
の
開
催
、
馬
耕
具
の
貸
与
、
馬
耕

の
実
演
は
、

ζ

の
方
針
を
う
け
で
な
と
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
o
西
磐
井
郡
の

農
業
改
良
は
、

明
治
三
年
、
山
目
村

K
設
置
さ
れ
た
農
業
試
験
場
を
セ
ン
タ
ー

-daz} 

陀
し
て
訟
と
な
わ
れ
て
い
る
。
明
治
三

O
年
、
郡
当
局
は
郡
制
の
施
行
と
と
も

耕地整理事業の概要

年度 組合 地区 事業量 着工年月日 竣工年月日 備考

明 38 一関沖 沖 40.0ha 38. 11. 10 39. 5. 20 

38 三関 三関 35.0 38 39. 6 e県文書課

39" 黒沢 キ霊長 141.29 39. 10 40. 5 

39-41 山目 赤荻 320.0 39. 10. 25' 41. 6. 申 -県文書課

39" 西黒沢 西黒沢 48.66 39. 9 40. 5 -萩荘村史

昭 4-5 豊隆 豊隆
330s1 I11848L 161.12 7 

6. 8. 31 I *漬藤氏

18" 高梨 高梨 31.36 19. 3. 31 I "萩在村史

51* 照井堰 五串 102.6 」と(子定) 怠組合
」 一 一

表 1

土地改良妻覧K よる

に
巡
回
教
師
の
制
度
を
と
り
い
れ
て
、

①
作
物
耕
種
、
病
虫
害
駆
除
の
指
導
、

②
短
期
講
習
、
③
農
事

K
関
す
る
調
査
、

- 1 ー

④
農
会
そ
の
他
の
農
業
団
体
、
産
業
組

一品目市

合
の
督
励
、
⑤
耕
地
整
理
の
勧
誘
に
あ

た
る
と
と
も

K
、
農
事
奨
励
費
の
な
か

K
篤
農
家
の
農
業
奨
励
員
へ
の
委
嘱
、

郡
指
定
作
地
に
む
け
る
模
範
耕
作
費
を

(6) 

と
り
い
れ
て
い
る
。
そ
し
て
三
二
年
か

ら
は
、
農
事
短
期
講
習
団
体
や
農
友
会

の
主
催
に
よ
る
馬
耕
競
惣
会

K
な
い
て

る"6馬
。一耕

の
積
極
的
な

奨
励
κ 
つ
と
め
て
レミ

明
治
三
七
年
、
県
は
新
た

K
「
対
時

局
産
業
及
勤
倹
督
励
部
」
を
設
置
す
る
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一関駅

市街地

磐井川

久保川

山白地区

上下黒沢

地区

ー
'
つ
'
h
q
u
n崎

r
h
J
r
b

こ
L
了
も
亡
、

J
〈

t
t

自主廿、

訓
令
を
発

し
て
農
業
生
産
力
の
向
上
に
つ

と
め
て
い
る
。

督
励
部
の
一
下
部

機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
西
繋

井
支
部
協
議
会
は

会
の
実
行

寸
へ
き
事
項
と
し
て
稲
麦
種
子

の
海
水
選
、

短
冊
苗
代
の
実
施

通

L
苗
代
の
廃
止
、

虫
病
害
防

除
、
麦
盟
問
穏
の
防
除
、

二
毛
作

の
普
及
、

緑
肥
作
の
普
及
、

区

杷
の
改
良
と
普
及
、

ま
た
奨
励

I也

す
へ
き
事
項
と
し
て
共
同
苗
代

業

の
設
置
、
米
麦
大
一
豆
の
増
産
、

牛
馬
耕
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し

事図 1

て
督
励
員
の
職
務
を
「
各
町
村

一
受
持
ノ
区
域
ヲ
分
担
シ
テ
担
問

勃
ノ
任
ニ
当
リ
、
晋
ク
官
官
一
行
援
(

E

↑

す

)

励
ノ
実
ア
挙
ク
ル
ヲ
期
ス
ル
事
」

と
定
め
て
い
る

o
協
議
会
は
郡

川三折、

J

)

 

各
町
村
役
場
、
農
友
会
、

農
事
試
験
場
と
連
携
を
計
り
つ

づ
、
農
業
改
良
げ
仏
大
空
左
成
果

を
あ
げ
た
の
で
あ

f

る
o
西
磐
井

郡
の
農
業
改
良
の
指
導
体
制
、

並
ひ
げ
作
ζ

れ
に
対
す
る
農
民
の
意
識
が
高
か
っ
た
ζ

と
は

二
四
年
に
シ
け
る

短
冊
商
代
の
喫
励
が
他
都
に
む
い
て
は
ほ
と
ん
と
受
け
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の

K
対
し
、

ひ
と
り
西
磐
井
郡
の
み
が
「
今
日
ノ
処
一
一
テ
ハ
本
郡
内
ニ
於
テ
ハ
故

障
ナ
ク
実
行
シ
得
ラ
シ
ム
ヘ
キ
見
込
一
一
之
有
:
:
:
」
と
さ
れ
て
い
る
乙
と

K
も

(8) 

伺
え
る
。

明
治
三
七
年
の
一
農
業
改
良
の
一
進
行
状
況
は

短
冊
仲
間
代
が
一

C
C発

郡
)
、

休
関
商
代
の
廃
止
が
沼
市
一
八
%

西
磐
井
二
一
係
、

穫
も
み
の
塩
水
選

が
県
五
九
婦
、

一
穂
苗
の
一
正
条
植
が
県
二
三
名
、

西
磐
井
五
九

係
と
な

っ

レ、

る西

空磐
主主1

三九
八ヲ6
5字、

の
牛
，馬
耕
は

県
一
七
七
四
町
に
対
し
西
磐

堆

井
が
そ
の
八
七
係
に
あ
た
る
一
五
四
五
町
、
稲
の
正
条
憶
が
県
四
七
九
町

K
対

し
、
西
磐
井
が
そ
の
五
二
労

K
あ
た
る
こ
四
九
町
v

と
な
っ
て
い
る
。

- 2 ー

ζ

れ
は
前

項
と
同
様
、

西
磐
井
郡
の
農
業
改
良
が
他
都

K
く
ら
へ
一
歩
先
ん
じ
て
い
た
側

面
を
示
し
て
い
る
。

と
の
よ
う
な
牛
耳
可
耕
の
進
展
は
↓
其
普
及
ニ
従
テ
区
画
ノ

小
ナ
ル
田
区
ニ
モ
実
行
セ
ラ
ル
ル
ト
難
モ
区
画
ノ
大
ナ
ル
ニ
従
ヒ
愈
々
其
功
程

ア
進
捗
シ
労
力
ヲ
節
減
ス
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
以
テ
間
接
ニ
耕
地
整
理
ノ
奨
励
ト
ナ

リ
一
ア
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
耕
地
整
理

K
と
り
く
む
状
勢
を
つ
く
る
乙
と
に
な

り
た
の
で
あ
る
。

明
冶
末
期
の
耕
地
整
理
事
業

明
治
末
期
、
磐
井
川
下
流
平
野
で
耕
地
整
理
事
業
が
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
は

北
岸
東
部
の
山
目
、
南
山
芹
西
部
の
上
下
黒
沢
、
西
黒
沢
、
並
び
に
南
山
芹
東
部
の

一
関
、
沖
の
各
地
区
で
あ
る
。

山
自
村
曲
度
会
長
南
禍
頼
顕
ほ
か
九
名
が
発
起
人
?
と

(ロ)

な
づ
て
、
県
農
会
に
測
量
技
術
員
の
派
遣
を
申
請
し
た
こ
と

K
始
ま
る
心
事
業

山
目
耕
地
整
理
事
業
は
、



の
取
り
く
み
の
経
過
は
、
次
の
報
告

K
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

「
従
来
耕
水
路
ハ
不
完
全
ノ
タ
メ
少
シ
ク
諜
雨
ニ
際
ス
レ
パ
耕
地
ハ
忽
チ
河

道
卜
変
シ
畦
畔
堤
塘
道
路
ア
崩
壊
シ
肥
料
ヲ
流
失
シ
其
害
少
カ
ラ
ザ
リ
キ
加
フ

ル
ニ
形
状
大
サ
共
ニ
一
定
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
極
メ
テ
不
規
則
ニ
シ
テ
畦
畔
ノ
屈
曲

甚
ダ
シ
ク
其
所
有
セ
ル
土
地
ノ
如
キ
ハ
各
所
一
一
散
面
シ
道
路
ノ
配
置
亦
其
宣
シ

キ
ア
得
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
之
ガ
欠
乏
セ
ル
ト
大
サ
ノ
不
適
当
ナ
ル
卜
路
面
ノ
構

造
宣
シ
カ
ラ
ザ
ル
ト
真
直
ナ
ラ
ザ
ル
卜
ニ
因
リ
交
通
ノ
不
使
少
ナ
カ
ラ
ス
叉
本

地
区
ノ
耕
地
ハ
大
半
以
上
湿
田
ニ
シ
テ
牛
馬
耕
二
毛
作
ノ
如
キ
ハ
如
何
ナ
ル
方

法
ア
講
シ
テ
奨
励
ス
ル
モ
到
底
普
及
フ
計
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
耕
地
上
最
モ
不
利
ナ

ル
状
態
ナ
リ
キ
此
ノ
如
キ
ヲ
以
一
ア
本
村
農
会
ハ
農
事
ノ
改
良
発
達
ヲ
図
リ
シ
モ

其
効
ナ
ワ
ト
セ
ズ
収
穫
ノ
増
加
ア
見
ス
品
質
モ
亦
改
良
増
進
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
リ

キ
是
ニ
於
テ
本
村
農
会
評
議
員
佐
藤
庄
太
郎
ハ
数
十
名
ト
協
議
ノ
上
明
治
三
七

年
八
月
県
内
各
地
及
隣
接
ナ
ル
宮
城
県
耕
地
整
理
地
区
各
地
農
況
視
察
ア
企
テ

農
業
上
諸
種
ノ
事
業
実
行
ノ
方
法
ト
其
効
果
ト
フ
呂
撃
シ
大
ニ
感
ス
ル
所
ア
リ

積
年
改
良
ニ
志
タ
ル
希
望
勃
々
ト
シ
テ
起
リ
断
然
蕨
起
百
難
フ
排
シ
テ
之
ア
企

画
セ
ン
コ
ト
ア
思
ヒ
事
ア
千
葉
甲
佐
-
一
語
ル
氏
大
ニ
此
事
フ
賞
シ
加
フ
ル
ニ
共

カ
ス
ヘ
キ
ノ
辞
ア
以
テ
セ
ラ
ル
亦
県
庁
ニ
対
シ
テ
技
術
員
ノ
派
遣
ア
請
ヒ
実
地

踏
査
ア
求
ム
時
ニ
本
県
技
師
摂
待
初
郎
来
村
踏
査
ス
ル
ニ
大
ニ
良
適
地
ナ
ル
ア

認
メ
テ
帰
庁
セ
ラ
レ
タ
リ
然
ル
ニ
本
郡
ニ
於
テ
ハ
耕
地
整
理
実
地
測
旦
一
旦
設
計
費

補
助
規
定
フ
設
ケ
ラ
レ
大
ニ
耕
地
整
理
ノ
奨
励
ニ
カ
メ
ラ
ル
ノ
好
期
ニ
接
シ
タ

リ
之
ア
機
会
ト
シ
テ
三
八
年
春
季
皇
霊
祭
日
本
村
農
会
ニ
提
出
シ
大
多
数
フ
以

テ
可
決
ス
時
ノ
本
農
会
長
南
洞
頼
顕
外
九
拾
名
発
起
人
ト
ナ
ワ
県
農
会
ニ
測
且
一
塁

技
術
員
ノ
派
遣
申
請
ア
ナ
シ
タ
リ
同
年
四
月
一
日
ヨ
リ
技
術
員
来
村
減
量
設
計

一
一
従
事
セ
リ
叉
一
方
役
場
吏
員
ハ
本
務
時
間
外
ヲ
徹
シ
テ
其
書
類
ノ
謁
査
ア
ナ

シ
発
起
人
ハ
熱
誠
以
テ
奨
励
ニ
努
メ
各
戸
ア
訪
問
シ
テ
其
同
意
ア
求
メ
タ
ル
ル

ノ
結
果
十
月
末
日
一
一
至
リ
遂
一
一
全
戸
同
意
書
ノ
調
印
ア
得
ル
一
一
至
レ
与

o

工
事
は
地
盤
に
か
な
り
の
凹
凸
が
あ
っ
た
た
め
か
な
り
手
間
ど
っ
て
い
る
o

し
か
し
最
初
の
工
事
区
が
地
主
の
所
有
地
で
あ
っ
た
ζ

と
も
あ
っ
て
周
到
な
注

意
が
払
わ
れ
、
継
続
事
業
の
進
捗

K
好
影
響
を
与
え
て
い
る
o
ま
た
耕
地
の
地

均
し
、
並
び

K
畦
畔
づ
く
り
な
ど
本
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
作
業
を
各
工
区
の

土
地
所
有
者

K
請
負
わ
せ
、
作
業
の
精
粗
が
自
己
の
利
害

K
直
結
す
る
体
制
を

と
っ
た
と
と
も
関
係
事
業
を
成
功
さ
せ
た
一
因
と
な
っ
て
い
場
。
工
事
施
行
後

の
対
策
と
し
て
特
記
す
べ
き
ζ

と
は
、
資
力
の
乏
し
い
小
作
者
に
総
額
一
一
1
0
0

円
の
肥
料
の
給
付
を
な
ζ

な
っ
た
ζ

と

で

あ

恰

ζ

れ
は
長
年
農
業
主
良

K
た

ず
さ
わ
ヲ
て
き
た
指
導
者
の
先
見
の
明
が
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
後
の
耕
地
は
、
水
田
が
三
六

O
町
、
畑
五

O
t
六

O
町
で
、
事
業
前

K

百
)

く
ら
べ
て
水
田
が
七

O
t
八

O
町
矯
加
し
て
い
る
。
と
れ
は
主
と
し
て
原
野
を

- 3ー

開
い
た
も
の
で
あ
る
o
換
地
は
台
帳
面
積
に
よ
っ
て
b
ζ

な
わ
れ
、
二
五

t
六

町
の
増
歩
地
(
水
田
)

は
、
事
後
組
合
の
財
産
と
し
て
残
さ
れ
、

百
)

が
る
利
益
を
借
金
の
返
済

K
あ
て
て
い
る
o

乙
こ
か
ら
あ

事
業
の
成
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
口

「
排
水
路
最
其
効
ア
奏
シ
従
来
深
キ
湿

回
モ
変
シ
テ
乾
田
ト
ナ
リ
土
地
ア
肥
沃
ナ
ラ
シ
メ
濯
瓶
モ
亦
意
ノ
如
ク
行
ハ
レ

従
ッ
テ
収
穫
ア
増
加
シ
米
質
ア
改
良
セ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
二
毛
作
ノ
栽
培
漸
ク
進

歩
ノ
傾
向
ア
ロ
主
シ
現
ニ
大
麦
蚕
豆
ノ
栽
培
ア
見
ル
ニ
至
レ
リ
而
テ
道
路
ノ
設
備

ハ
幅
二
間
九
尺
六
尺
三
尺
四
様
ノ
モ
ノ
縦
横
ニ
新
設
シ
其
完
キ
ア
待
肥
料
ノ
運

搬
収
穫
物
ノ
収
納
等
々
多
大
ノ
便
利
ア
与
へ
区
画
ノ
形
状
ア
正
シ
出
来
得
ル
限

リ
一
枚
一
反
歩
一
一
改
メ
耕
作
ヲ
使
ナ
ラ
シ
メ
馬
耕
ノ
実
施
普
及
ス
ル
ニ
歪
リ
テ

労
力
ア
節
約
シ
時
間
ア
経
済
一
一
シ
之
等
ノ
時
間
ト
労
力
ト
ハ
更
ニ
之
ヲ
副
業
ニ



(凶)

利
用
シ
テ
多
ク
ノ
利
益
ア
収
ム
ル
ニ
至
リ
タ
ル
等
莫
効
甚
大
ナ
ル
一
モ
ノ
ト
ス
」

0

上
下
黒
沢
耕
地
整
理
事
業
は
、
耕
地
整
理
と
そ
農
業
改
良
の
第
一
着
手
で
あ

る
と
い
う
考
え
の
も
と

K
、
地
区
民
の
指
導

K
あ
た
っ
た
平
田
綾
な
よ
び
萩
島

(
凶
)

日
田
村
長
の
努
力

K
よ
る
所
が
大
き
い
。

事
業
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
従
来
濯
甑
に
使
用
ぜ
る
水
路
は
此
古
向
所

に
沿
ひ
延
長
せ
る
を
以
て
其
健
之
を
使
用
す
る
の
目
途
左
り
而
し
て
用
水
路
よ

り
港
紙
し
能
は
ざ
る
高
地
面
は
地
区
外
げ
い
あ
る
字
松
ケ
沢
、
四
の
沢
、
江
川
の

三
溜
池
よ
り
引
水
濯
殺
の
設
計
な
り
、
字
松
ケ
沢
よ
り
排
す
る
大
排
水
路
は
一

朝
降
雨
の
際
は
出
水
彩
し
き
を
以
て
在
来
の
億
之
を
保
存
し
旧
国
侵
水
の
予
防

と
な
せ
り
其
他
字
江
川
方
面
の
排
水

K
供
ぜ
ん
が
為
め
地
形
の
換

p
g
k
於
て

斜

K
幅
五
分
の
大
排
水
路
を
設
け
た
り
、
道
路
は
地
区
の
中
央
を
貫
き
幅
一
間

五
分
の
も
の
を
設
け
て
耕
作
本
道
と
な
し
た
る
も
従
来
黒
沢
町
よ
り
同
村
村
役

場
及
小
学
校
等
に
通
ず
る
大
里
道
あ
り
し
を
以
て
之
が
改
修
を
図
り
別

K
幅
二

(忍

間
の
大
道
路
を
設
け
た
り
」

0

耕
地
の
区
画
は
「
一
反
区
叉
土
地
の
状
況
に
依

り
五
畝
区
と
の
画
一
に
改
め
、
濯
甑
水
路
・
道
路
等
は
皆
直
線
と
な
り
し
た
め

従
前
の
不
便
を
一
掃
し
交
通
運
搬
に
濯
統
水
に
使
を
得
た
る
は
云
う

K
及
ば
ず
、

概
ね
馬
耕
の
使
用
す
る
を
得
た
り
し
を
以
て
労
力
を
省
主
」
互

K
境
界
及
水
利
の

(急

紛
争
等
の
跡
を
絶
ち
」
、
そ
の
効
果
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。

工
事
上
の
最
大
の
問
題
は
「
整
理
委
員
ハ
白
ラ
工
事
ノ
監
督
ア
ナ
シ
タ
リ
然

レ
共
当
業
者
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
工
夫
ノ
冷
笑
ヲ
号
ク
ル
ガ
如
ク
効
果
少
シ
工
事
一
一

(勾)

従
事
ス
ル
者
ハ
多
ク
地
方
人
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ガ
故
工
事
中
自
ラ
粗
橋
一
一
陥
リ
」
と

い
う
と
と
で
あ
っ
た
o
耕
地
の
仮
配
当
後
(
四
十
年
五
月
十
六
日
〕

の
地
均
し
、

な
よ
び
畦
畔
の
手
左
な
し
は
、

と
の

L
う
左
状
況
の
も
と
に
行
左
わ
れ
た
の
で

あ
る
o
そ
れ
の
実
施
状
況
は
「
如
何
ナ
ル
田
区
ト
錐
モ
手
直
人
拾
人
ヨ
リ
下
一
フ

ス
拾
五
人
或
ハ
弐
拾
人
ア
要
セ
シ
部
分
モ
有
之
然
モ
其
田
壱
枚
ノ
水
平
ア
得
難

ク
弐
枚
或
ハ
三
、

四
枚
卜
区
画
畦
畔
ヲ
築
立
タ
リ
其
人
夫
料
モ
時
節
柄
騰
由
一
一
貝
シ

一
日
ノ
人
夫
一
一
庭
料
四
拾
銭
ヨ
リ
下
ラ
ス
五
拾
銭
位
進
ニ
有
之
自
足
中
ノ
回
面
地
均

神

{
Y

負
料
ヨ
リ
モ
多
額
ノ
手
直
料
ア
費
シ
肥
料
賀
入
ノ
目
的
ヲ
以
テ
各
自
借
入
等

{η
ム
}

準
備
シ
置
キ
タ
ル
金
額
ハ
手
直
料
ニ
散
財
ヲ
生
シ
借
金
ニ
借
金
ヲ
重
ネ
」
、
二
一

二
町
に
及
ぶ
耕
地
が
事
業
後
他
村
氏
売
渡
さ
れ
て
い
る
。

事
業
後
の
耕
地
面
積
は
二
一
五
町
七
反
六
畝
四
歩
、
増
歩
地
は
六
町
一
一
反
六

畝
二
七
歩
(
水
田
)

で
あ
っ
一
た
心
と
れ
は
明
治
四
四
年
二
一
月
公
売
に
付
さ
れ
、

(辺

代
価
は
組
合
の
借
入
金
償
還

K
あ
て
ら
れ
て
い
る
o

西
黒
沢
耕
地
整
理
事
業
は
、

上
下
黒
沢
耕
地
整
理
事
業
と
同
じ
時
期
に
と
り

あ
げ
ら
れ
、
委
員
長
は
穏
積
小
一
郎
で
あ
っ
た
口
事
業
の
主
内
容
は
用
水
路
の

整
備
と
区
画
の
補
正
で
あ
る
。
工
事
路
行
中
、
並
び
に
施
行
後
生
じ
た
問
題
は
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上
下
黒
沢
耕
地
整
理
事
業
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
口
事
業
後
の
面
積
は
四
八
町

(お)

六
反
六
畝
十
四
歩
で
、
増
歩
地
は
四
町
九
反
八
畝
十
六
歩
で
あ
っ
た
。

磐
井
川
南
岸
東
部
の
沖
並
び
に
三
関
耕
地
整
理
事
業
は
、
始
め
一
関
町

K
な

い
て
計
画
さ
れ
、
後

K
真
滝
村
が
加
わ
っ
て
実
質
的

K
一
つ
の
事
業
ー
と
し
て
と

(お)

り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
う
ち
三
関
の
指
導
者
は
熱
海
真
滝
村
長
、

小
野
寺
英
作
農
会
長
(
委
員
長
)

で
、
沖
の
指
導
者
は
佐
藤
弥
士
口
(
委
員
長
)

で
あ
っ
た
o
事
業
面
積
は
両
事
業
灰
一
合
せ
て
八
六
、

八
町
で
あ
る
o

ζ

の
地
区

は
「
濯
甑
排
水
路
ノ
整
然
タ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ヲ
以
テ
用
水
ノ
欠
乏
悪
水
ノ
停
滞
ハ

絶
ユ
ル
コ
ト
ナ
ク
為
メ
ニ
作
物
ノ
発
育
ヲ
宝
ロ
シ
土
地
ノ
乾
燥
ヲ
妨
ケ
地
味
益
々qm) 

減
退
シ
生
産
常
ニ
資
本
ト
相
伴
ハ
ス
農
民
ノ
苦
痛
ア
訴
プ
ル
ゴ
ト
久
シ
カ
り
」

と
い
う
問
題
を
有
し
た
。
事
業
内
容
は
と
の
た
め
他
地
区
よ
り
一
段
と
災
害
防

備
的
色
あ
い
が
強
〈
在
っ
て
い
る
。



事
業
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
耕
作
本
道
ハ
幅
一
間
半
ニ
シ
テ
可
成
在

来
ノ
位
置
ニ
準
拠
シ
地
区
ノ
中
央
及
周
囲
ニ
設
ク
耕
作
支
道
ハ
幅
一
間
ニ
シ
テ

六
十
間
乃
至
百
二
十
問
毎
ニ
新
設
シ
大
排
水
渠
及
大
濯
水
渠
ハ
地
区
ノ
周
囲
及

中
央
ニ
設
ク
小
潅
水
渠
及
小
排
水
渠
ハ
六
十
間
毎
ニ
設
ク
叉
百
二
十
間
毎
ニ
補

水
溝
ア
設
ク
流
水
ノ
平
均
ア
計
リ
小
潜
水
溝
及
補
水
溝
ア
設
ク
流
水
ノ
平
均
ア

ー

(

明

#

計
リ
小
濯
水
溝
及
補
水
溝
ハ
総
テ
耕
作
道
ノ
両
側
ニ
沿
ハ
シ
メ
タ
リ
」

o

ζ

の

事
業
の
特
色
は
排
水
路
の
整
備

K
も
力
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
と
と
で
あ
る
o

事
業
の
結
果
は
「
一
枚
ノ
田
区
ハ
一
反
歩
ア
有
シ
耕
作
支
道
縦
横
ニ
貫
通
シ

個
々
直
接
ノ
出
入
ア
得
其
区
域
ハ
井
然
碁
面
ノ
如
ク
文
出
来
得
ル
程
度
ニ
於
テ

所
有
地
ノ
交
換
ア
行
ヒ
各
互
ニ
隣
接
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ア
以
テ
四
時
耕
転
ノ
使

(8 

7
得
ル
ハ
勿
論
肥
料
収
穫
ノ
運
搬
ノ
容
易
ナ
ル
ハ
言
ア
待
タ
ス
」
で
あ
っ
た
o

な
合
事
業
後
の
所
要
労
力
は
、
区
画
の
拡
張
と
耕
作
道
路
の
敷
設
に
よ
る
耕
作

能
率
の
向
上
の
た
め
従
来
の
約
三
割
滅
と
在
っ
て
い
る
o

と
と
る
で
耕
地
整
理
や
水
利
改
善
な
ど
生
産
条
件
の
変
化
は
、
技
術
や
資
本

が
固
定
し
て
い
る
段
階
で
は
儒
別
経
営
に
ロ
ス
を
与
え
る

K
す
舎
な
い
o

ζ

れ

が
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
さ
れ
る
た
め

K
は
、
①
市
場
な
ど
農
業
を
と
り
ま
く
外
的

条
件
の
変
化
、
②
事
業

K
対
す
る
経
済
的
負
担
力
の
向
上
、
③
社
会
秩
序
の
変

化

K
た
え
る
農
民
層
の
成
長
が
必
要
で
あ
勾
「

明
治
末
期
の
耕
地
整
理
事
業
地
区
を
み
る
と
、
北
岸
東
部
の
山
目
、
南
岸
西

部
の
上
下
黒
沢
、
西
黒
沢
が
河
川
敷
よ
り
一
段
高
い
河
岸
段
丘
、
南
岸
東
部
の

三
関
、
沖
が
丘
陵
よ
り
の
沖
積
地
で
、
と
れ
ら
は
い
ず
れ
も
洪
水
な
ど
自
然
災

害
の
う
れ
い
の
少
念
い
土
地
と
な
っ
て
い
る
o
地
区
の
用
水
は
藩
政
期

K
確
立

ず
み
で
、
事
業

K
と
も
な
う
水
利
菌
の
利
害
の
対
立
が
少
な
い
と
と
ろ
で
あ
っ

た
o
事
業
が
用
水
の
改
良
を
前
提
と
す
る
単
独
の
事
業
と
し
て
で
は
左
〈
、
各

地
区
個
々

K
計
画
さ
れ
た
の
は
、

地
域
全
体
を
つ
ら
ぬ
ぐ
生
産
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
ま
り
が
い
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
と
と

K
よ
る
も
の
で
あ
る
う
o

岩
手
県
の
農
地
の
動
き
を
み
る
と
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
商

業
的
農
業
の
進
行
や
た
び
た
び
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
土
地
の
兼
併
が
進
ん
で

い
る
o
明
治
一
一
一

O
年
と
大
正
一

O
年
の
土
地
所
有
者
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
五

O
町
以
上
の
所
有
者
が
二
、
九
倍
、
五

t
五

O
町
の
所
有
者
が
一
、
二
倍
と
左

っ
て
い
る
o

一
方
、
水
自
の
小
作
率
は
明
治
一
二

O
年
の
二
八
係
か
ら
、
三
五
年

三
六
婦
、

四

O
年
四
一
係
と
な
っ
て
い
る
o
西
磐
井
郡
の
そ
れ
は
明
治
三
二
年

二
二
¢
で
、

明
治
末
年
に
い
た
っ
て
も
三
ニ
婚
を
示
す

K
す
ぎ
な
い
o
先
進
米

作
地
帯

k
b
け
る
耕
地
整
理
事
業
は
、

小
作
料
の
増
大
を
契
機
と
す
る
地
主
制

の
確
立
を
背
景

K
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
事
業
地
区
の
所
属
す
る
西
磐
井
郡
は
、

地
主
制
の
進
展
が
県
内
で
も
遅
れ
て
い
る
と
と
る
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
の
関
係

- 5 ー

は
認
め
ら
れ
な
い
o

い
ま
と
の
点
を
さ
ぐ
る
た
め
に
各
事
業
の
発
起
人
、
並
び

K
指
導
者
を
み
る

と
、
県
会
議
員
、
郡
長
、
村
長
、
農
会
長
な
ど
行
政
関
係
者
や
耕
作
地
主
が
名

を
つ
ら
ね
て
い
る
o
大
地
主

K
変
る
ζ

の
よ
う
な
指
導
者
層
の
成
長
は
、
明
治

初
期
以
降
、
西
磐
井
郡
が
農
業
改
良

K
積
極
的

K
と
り
〈
ん
で
き
た
ζ

と

K
関

係
す
る
o
そ
し
て
ζ

の
よ
う
な
対
応
の
し
か
た
ζ

そ
、
後
進
農
業
地
帯

k
h
g
け

る
事
業
の
推
進
体
制
の
一
類
型
を
な
す
も
の
で
あ
る
o

と
と
る
で
こ
の
よ
う
念
事
業
の
推
進
体
制
は
ど
う
あ
れ
、
事
業
の
施
行

κあ

た
っ
て
は
農
民

K
多
額
の
出
費
が
必
要
で
あ
っ
た
o

一
般
農
民
が
、
低
い
生
産

段
階
に
あ
り
な
が
ら
関
係
事
業
に
殊
更
背
を
む
け
る
ζ

と
が
な
か
っ
た
の
は
、

三
八
年
の
両
年
、
大
凶
作

K
見
舞
わ
れ
、
そ
れ
が
凶
作
対
策
の
一

明
治
三
五
、

つ
に
く
み
ζ

ま
れ
た
と
と

K
よ
る
も
の
で
あ
る
o
岩
手
県
の
当
時
の
米
生
産
力



は
、
平
年
作
で
五
五
万
石
(
反
当
一
、

で
あ
っ
た
が
、

三
五
年
二
二
万

二
石
)

石
(
同

0
・
五
石
〉
、

三
八
年
一
九
万
石
(
同

C
-
四
石
)

ム
」
在
っ
て
い
る
口

西
磐
井
郡
の
平
年
作
は
六
万
石
内
外
(
反
当
一

で
あ
っ
た
が
、

五

四
石
〉

年
二
・
一
二
万
石
(
同

0
・
五
石
)
、

三
八
年
一

二
万
石
(
向
。
守
三
石
)

大
幅
に
む
ち
と
ん
で
い
る
o
三
八
年
の
西
磐
井
郡
の
閏
窮
農
民
は
「
現
ニ
生
活

ニ
困
難
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」
一
、
四
五

O
戸、

一
、
九
八
二
一
戸
、

八
、
五
九
一
人
、

「
特
ニ
困
難

セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
」

、

四
七
五
人
、
合
計
三
、

四
三
一

函
窮
者
は
県
内
諸
郡
中
、
戸
数
に
む
い
て
一
位
、

(汎)

人
数

K
む
い
て
二
位
と
左
っ
て
い
る
口
乙
の
よ
う
在
と
き
県
当
局
は
、
困
窮
農

(
刊
当

民
救
済
の
た
め
道
路
工
事
、
改
築
工
事
、
護
岸
工
事
、
橋
架
工
事
を
積
極
的

K
C

お
)

h
g

乙
左
う
と
と
も
げ
れ
、
関
係
諸
機
関

K
土
木
工
事
の
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

戸
、
二

O
、

O
六
六
人
で
、

耕
地
整
理
事
業
は
、
特

K
「
永
遠
の
利
益
を
あ
げ
る
品
目
農
民
就
業
の
途
を
開
く

寝

)

)

た
め
救
済
工
事
の
主
在
る
も
の
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
む

と
と
ろ
で
事
業
区
は
北
岸
と
南
岸
の
ち
が
い
は
あ
れ
、

い
ず
れ
も
磐
井
川
下

流
の
近
接
地
と
'
な
っ
て
い
る
o
事
業
が
一
部
不
参
加
地
区
を
残
し
つ
つ
個
別
に

と
り
あ
げ
ら
れ
た
要
因
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下
乙
の
上
尽
に
つ
い

て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
な
き
た
い
。

ま
ず
第
二
へ
地
区
を
一
本
化
し
て
事
業
を
行
な
う
た
め

K
は、

既
存
の
用

水
体
系
を
廃
し
て
新
た

K
地
区
全
域
を
統
括
す
る
用
水
改
良
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
当
時
成
立
し
た
耕
地
整
理
法

K
は
そ
れ

K
対
す
る
補
助
規
定
が
な
か
っ
た
。

西
磐
井
郡
の
米
生
産
力
は
、

と
の
期

K
よ
う
や
く
上
昇

K
む
か
っ
て
い
る
が

地
匹
農
民

K
は
ζ

の
よ
う
左
負
担
に
た
え
る
力
が
主
だ
十
介

K
は
育
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
o

第
二

K、

用
水
体
系
を
一
本
化
し
て
事
業
を
行
4

な
う
場
合
、
農
民
の
負
担
軽

減
の
た
め
に
も
未
墾
地
や
畑
地
の
開
回
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
関
係
法

K
は
前

と

項
の
場
合
と
同
じ
〈
乙
れ
に
対
す
る
補
助
規
定
が
，
な
か
っ
た
o
地
区
農
民
を
統

括
す
る
地
主
層
の
未
発
達
左
段
階
で
は
事
業
へ
の
参
加
は
農
家
個
々
の
判
断

に
空
か
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
米
生
産
の
低
い
状
況
の
も
と
で
は
不
可
能
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

第
三

K
、
既
存
の
用
水
体
系
の
も
と
に
事
業
を
行
在
う
場
合
、

既
墾
地
の
給

水
が
前
提
と
左
る
た
め
、
新
規
開
田
は
水
利
権
の
問
題
と
か
ら
ん
で
困
難
で
あ

っ
た
o
不
参
加
地
区
を
残
し
左
が
ら
事
業
が
進
め
り
れ
た
理
由
も
と
の
点
に
求

め
ら
れ
る
。

昭
和
初
期
の
豊
隆
耕
地
整
理
事
業

昭
和
初
期

K
耕
地
整
理
事
業
が
な
ζ

な
わ
れ
た
の
は
、
南
岸
東
部
の
一
一
関
町

四
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良
旦
隆
地
区
で
あ
る
口

ζ

の
地
区
は
三
三
町
の
土
地
で
、
事
業
前
は
ほ
と
ん
ど
が

桑
園
で
あ
つ
よ
九
B

と
こ
ろ
で
あ
る
o
事
業
の
発
端
は
、
隣
接
地
区
が
耕
地
整
理
の

効
果
と
と
も
に
、

大
正
中
期
に
始
ま
る
本
格
的
な
技
術
改
良

K
よ
っ
て
米
作
の

優
位
が
ま
す
ま
す
増
大
し
た
ζ

と、

さ
ら

K
養
蚕
経
営
が
大
正
末
期
か
ら
い
ち

事

じ
る
し
く
不
安
定
に
在
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
o
事
業
の
主
内
容
は
桑
園
の
開

回
、
並
び
に
幅
二
間
の
幹
線
道
路
、
幅
一
間
の
耕
作
道
路
、

標
準
一
反
歩
の
区

画
整
理
で
あ
る
o
と
れ
の
用
水
は
市
衡
の
排
水
を
集
め
て
流
入
す
る
五
間
堀
に

依
存
し
た
た
め
、
舎
一
八
開
田
面
積
は
わ
ず
か
五
・

C
町
で
、

そ
の
他
は
後
年
磐
井

蕊
)

川
の
用
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
す
る
ま
で
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

事
業
後
の
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
は
、

入
力
に
頼
っ
た
開
田
で
あ
っ
た
こ
と

や
砂
質
士
で
あ
っ
た
こ
と
左
ど
の
た
め
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
漏
水
が
生
じ
た
ζ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
当
初
計
画
し
た
生
産
の
確
保
が
で
き
ず
、
負
債
が
重
な



っ
て
土
地
を
手
ば
な
し
た
者
が
多
〈
出
て
い
る
。

ζ

の
事
業
は
、
大
正
期
の
米
作
技
術
の
確
立
や
開
墾
助
成
法
の
公
布

K
よ
る

開
墾
並
び

K
開
田
の
承
認
を
背
景

K
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
業
と
り
〈
み
の

内
外
の
条
件
が
い
ま
だ
十
分
で
念
か
っ
た
明
治
末
期
の
事
業
と
は
性
格
を
異
に

す
る
も
の
で
あ
る
o

戦
時
中
の
高
梨
耕
地
盤
理
事
業

第
二
次
世
界
大
戦
中

K
事
業
が
公
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
南
岸
西
部
の
萩
荘
村

高
梨
地
区
で
あ
る
o

ζ

の
地
区
は
、
大
江
壊
の
用
水
地
域
か
ら
は
ず
れ
た
東
西

八
町
、
南
北
六
町
一
弱
、
面
積
約
三

O
町
の
土
地
で
、
筆
数
過
務
、
耕
作
道
路
の

配
置
不
良
の
た
め
耕
作
条
件
が
極
端

K
悪
い
と
ζ

ろ
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦

当
時
、
と
の
土
地
は
養
蚕
景
気
の
衰
退
と
徴
用
、
応
召

K
よ
る
労
力
不
足

K
あ

っ
て
、
な
よ
そ
三
分
の
て
か
荒
地
と
し
て
放
棄
さ
れ
て
い
た
。

豆、

事
業
は
、
戦
時
下
の
食
糧
増
産
政
策
の
一
環
と
し
て
の
標
準
農
家
事
業

K
指

定
さ
れ
た
ζ

と
に
始
ま
る
o

と
れ
の
遂
行

K
尽
力
し
た
の
は
、
萩
荘
村
助
役
熊

谷
連
治
(
組
合
長
)
、
佐
藤
清
一
、
長
田
喜
内
ら
で
あ
る
o
事
業
は
十
八
年
十

二
月
起
工
、
作
業
は
地
権
者
を
中
心
と
す
る
村
民
各
層
、
な
よ
び
群
馬
県
よ
り

年派
三遺
月さ
K れ
竣た
工食
し糧
て増
い産
る軍隊
O 

O 
名

の
応
援
の
も
と

K
す
す
め
ら
れ
、
十
九

事
業
施
行
前
の
面
積
二
九
町
六
反
(
内
畑
二
八
町
一
反
)
は
、
施
行
後
三
一

町
四
反
(
内
畑
二
九
町
三
反
)
と
変
っ
て
い
る
o
事
業
当
初
、
揚
水
施
設
を
設

置
し
て
関
田
し
よ
う
と
い
う
主
張
も
あ
っ
た
が
、

と
れ
は
当
時
の
農
民
の
経
済

力
で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
畑
地
の
耕
地
整
理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
o
事

業
費
は
労
務
費
が
無
償
の
勤
労
奉
仕
で
ま
か
左
わ
れ
た
た
め
、
極
め
て
少
額
で

あ
っ
場
)O

事
業
は
、
豊
隆
地
区
の
場
合
と
同
じ
く
食
糧
増
産
と
い
う
時
代
的
要
請
を
背

景
と
す
る
も
の
で
、
農
民
の
事
業

K
対
す
る
意
欲
は
ζ

れ

K
よ
っ
て
触
発
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
o

六
‘
戦
後
の
五
串
土
地
改
良
事
業

現
在
、
進
行
中
の
事
業
は
磐
井
川
北
岸
西
部
の
五
串
地
区
の
土
地
改
良
事
業

で
あ
る
o

ζ

の
地
区
は
厳
美
撲
を
中
心
と
す
る
磐
井
川
の
渓
谷
と
北
の
丘
陵
地

に
は
さ
ま
れ
た
紡
錘
状
の
土
地
で
、
北
岸
東
部
と
は
丘
陵
地
と
南
か
ら
大
き
く

曲
流
し
て
く
る
磐
井
川

K
よ
っ
て
へ
だ
た
っ
て
い
る
o
用
水
は
地
区
の
西
隣
h
y

k
沿
い
て
取
水
し
、
北
寄
り
山
際
を
通
過
す
る
照
井
壌
で
あ
る
o

事
業
地
区
は
住
宅
地
の
多
い
県
道
ぞ
い
が
除
外
さ
れ
、
対
象
面
積
は
一

O
二・

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
所
属
農
家
一
回
二
戸
の
う
ち
専
業
一
一
戸
、
第
一
種
兼
業
九
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一
戸
、
第
二
種
兼
業
四

O
戸
で
あ
る
o

ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち
水
田
が
一

一
戸
当
り
の
所
有
耕
地
は
一

-
三

O
へ

-
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
o
事
業
内
容

は
湿
田
の
暗
渠
排
水
、
耕
土
の
少
な
い
土
地
四
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
の
客
土
、

不
整
形
な
土
地
の
三

0
ア
ー
ル
区
画
へ
の
補
正
、
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
、
四
メ
ー

ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
の
農
道
の
新
設
、
用
排
水
の
分
離
念
ど
で
あ
る
。

関
係
事
業
が
い
ち
じ
る
し
い
遅
れ
を
み
た
の
は
、
取
水
地

K
近
接
し
て
い
る

た
め
用
水
条
件

K
め
ぐ
ま
れ
、
災
害
防
備
的
念
事
業
の
必
要
性
が
極
め
て
少
な

か
っ
た
ζ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
う
o

し
か
し
ζ

の
期

K
い
た
っ
て
よ
う
や
く

実
施
の
運
び
と
在
っ
た
の
は
、
耕
転
機
に
よ
る
深
耕
と
肥
料
の
全
層
施
杷
、

す

念
わ
ち
乾
田
化
を
中
心
と
す
る
耕
作
技
術
が
確
立
さ
れ
た
と
と

K
関
係
す
る
o

と
〈

K
農
外
労
働
市
場
の
充
実
と
農
業
所
得
の

b
ち
と
み

K
よ
る
農
外
就
業
の



強
化
は
、
農
作
業
の
合
理
化
の
要
求
と
あ
い
ま
っ
て
農
用
諸
機
械
の
導
入
を
必

須
と
し
た
の
で
あ
る
o
土
地
改
良
の
実
施
は
ζ

の
た
め
の
前
提
条
件
と
な
っ
た

の
で
あ
る
o

七
、
結

磐
井
川
下
流
平
野
の
耕
地
整
理
は
、
時
期
的

K
は
明
治
末
期
か
ら
現
在
進
行

び

中
の
も
の
主
で
あ
る
o

ζ

の
う
ち
明
治
末
期
の
事
業
は
、
本
格
的
な
米
作
技
術
体
系
の
確
立
前

K
施

行
さ
れ
た
も
の
で
、
県
内
諸
地
域
の
先
駆
的
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
o

事
業
の
と
り
〈
み
は
、
関
係
地
域
の
長
年

K
わ
た
る
農
業
改
良

K
よ
っ
て
指
導

者
層
の
成
長
を
み
た
ζ

と
、
な
よ
び
凶
作
時
の
救
農
策

K
く
り
と
ま
れ
た
ζ

と

な
ど
を
背
景

κし
て
い
る
o

事
業
諸
地
区
は
、
用
水
体
系
が
確
立
ず
み
左
こ
と
や
、

諸
災
害
の
少
な
い
土

地
が
ら
な
ど
の
た
め
事
業
効
果
を
最
大
限

K
あ
げ
う
る
条
件

K
あ
っ
た
o
と
れ

が
平
野
を
統
括
し
た
一
事
業
区
と
し
て
で
は
な
く
、
偲
別

K
と
り
あ
げ
ら
れ
た

の
は
、
関
係
法
の
不
備
や
地
区
全
域
を
支
配
す
る
地
主
層
の
成
長
を
み
な
い
段

階
の
生
産
水
準

K
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
o

明
治
末
期
の
事
業
か
ら
と
り
残
さ
れ
た
地
区
は
、

そ
の
後
、

昭
和
初
期
の
蔽

K
代
表
さ
れ
る
熔
作
物
価
格
の
下
落
、
戦
時
中
の
食
糧
増
産
運
動
、

そ
し
て
近

年
の
農
業
労
働
の
合
理
化
の
要
求
を
契
機

K
、
順
次
着
工
を
み
て
き
た
o
以
上

の
ζ

と
が
ら
は
農
業
の
地
域
的
展
開
は
、
時
代
相
の
端
的
な
反
映
で
あ
る
ζ

と

を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
と
ろ
で
ζ

の
よ
う
な
事
業
の
進
展
は
、
大
正
期
の
米
作
技
術
の
向
上
を
背

景

K
米
作
部
門
を
強
化
す
る
と
と
も

K
、
ζ

れ
を
基
盤

κ氾
濫
原
や
徴
高
地
の

高
度
利
用

K
よ
る
畑
作
部
門
の
商
業
化
を
う
な
が
し
て
き
た
o

現
在
、
北
上
平
野
各
地
で
は
大
型
機
械
の
導
入
を
前
提
と
す
る
区
画
の
再
編

成
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
地
域
の
場
合
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
進
展
し

て
い
な
い
o

ζ

れ
は
事
業
後
の
農
業
経
営
が
複
合
化
の
方
向
で
定
着
し
て
き
た

と
L
r
」、

な
よ
び
都
市
計
画
法
に
よ
る
住
居
・
工
業
地
域
指
定

K
よ
っ
て
、

そ
の

利
用
が
大
き
く
制
約
さ
れ
た
ζ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o

(
岩
手
県
立
宮
古
高
等
学
校
)

注
よ

西
川
治
「
胆
沢
地
方

k
h
v
け
る
耕
地
整
理
組
合
の
遺
業
(1)
」

『
東
北
研
究

五
巻
三
号
』
・
佐
島
直
三
郎
暴
野
善
知
と
南
下
幅
耕
地
整
理
事
業
」

史
学
研
究
刊
』

『
岩
手

z 

阿
部
和
夫
「
明
治
末
期
の
山

B
耕
地
整
理
事
業
」
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『
岩
手
史
学
研
究
地
位
』

(
昭
和
五
二
年
)

七
八

t
二
九
頁

す
)
(
4
)

森
嘉
兵
衛
『
明
治
前
期
岩
手
県
農
業
発
達
史
』
農
業
総
合
研
究
刊
行

会
(
昭
和
二
八
年
)
六
六

t
七
一
頁
、

一
一
六
頁

(5)(8)(込

明
治
四
二
年
岩
手
県
勧
業
課
『
各
郡
勧
業
施
設
関
係
綴
』

主

競
牽
会
へ
の
補
助
は
明
治
三
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
、

年
間
五
万
円
が
支
出

れ

た

(
明
治
四
二
年
岩
手
県
勧
業
綴
)

0

?
)
す
)
宣
車
(
怨
)

明
治
三
八
年
岩
手
県
農
務
課
『
農
業
奨
励
其
他
綴
』

明
治
三
八
年
岩
手
県
勧
業
課
『
産
業
督
励
綴
』

2
3
B
3
2
 

B 

明
治
四
一
年
岩
手
県
勧
業
諜
『
耕
地
整
理
組
合
綴
』

B 
~ 

明
治
四

O
年
岩
手
県
農
務
課
『
耕
地
整
理
綴
』

3 
1マ

阿
部
初
雄
照
井
堰
土
地
改
良
区
理
事
長

K
よ
る
o

.N 

一
関
市
史
編
纂
委
員
会
『
一
関
市
史
第
四
巻
』
(
昭
和
五
二
年
)
六
六
六
頁



忽

明
治
四
二
年
岩
手
県
農
商
課
『
耕
地
整
理
綴
』

(
a
B
B市

山
)

萩
荘
村
『
萩
荘
村
史
』

一
五

O
頁、

(
昭
和
三
心
年
)

一
四
九
頁
、

一
四
九

t

一
五
二
頁
、

一
五
四
頁

翠

農
民
の
困
窮
は
、

三
五
年
に
続
く
凶
作
の
た
め
抵
当
物
件
を
な
く
し
て
い

た
ζ

と
に
も
鴻
係
す
る
。

-illl 

仙
台
農
民
事
務
局
『
岩
手
県
北
上
川
水
系

K
な
け
る
農
業
水
利
の
展
開
』

O 
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工nthis paper the author expユicated
improvement in Iwai Pユainsince the 
foエユowingremarks. 

Theユandimprovemen七ユn七hisarea has been carried out 
intermittentユyat four periods i.e.， at the end of the Meiji Era 
(ユ905-)，a七七hebeginning of the Showa Era(1929-)， during the 
Wor1d War 1士(1943-)，and a七七hepresent time. In the lliDdertakings 
of工andimproγement through these periods， that of the end of the 
Heij i Era 'rras adγancεd mos七 extensiveユy. In this period， the工and
improvement was one of the countermeasures to the frequen七 agri-

culturaユdisasterscaused by cooユsummer. The peasむlts' awareness 
of the necessity of this undertaking promoted its progress. The 
cultiγated fie工dsimproγed were on river terraces free from ca-
ユami七ies，where七hedeγeユopingtechnique of rice cu工tiva七ionin 
those days was effectiγe. 

The foエエowing lli~dertakings were carried out coping with the 
circumstances surrounding agricuユ七urea七 each period; the depre-
ciation of sericu1七ureproducts and crops other七hanrice at the 
もeginningof the Showa Era，七hecampaign for increase of food-
stuff produc七ionduring the vJor1d vJar 1士， and modernization in 
cultiγating due to the shortage of工aborat the presen七七ime.
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